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1902働 物 実 験(犬 → 犬)iUllrnan
ii
19061異種 腎 移 植(豚,山 羊 → 人)・Jaboulay
19101〃(猿 → 人)Unger
19131〃(〃)Sch6nstadt1
1936同 種 腎 移 植(屍 体 腎)Voronoy
1950〃(〃)成 功Lawlereta1.
1953〃(生 体 腎)成 功 黙conOmoset
1956同 系 腎移 植(一 卵 性 双 生 児)Merrilleta1.





















移植においても9ヵ 月間に 及ぶ生着に 成功している
(第1表).
2.腎 移植臨床の現状
Barnes(1965)によれ ば,1964年9月15日 迄 に,
免 疫 反 応 に 関 係 の な い 一 卵 性 双 生 児 間 の 移 植(同 系 移
植,Isotransplantation)の33例を含 め て,495例 の
腎 移 植 が 行 な わ れ るに 至 つ て い る.
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腎 移 植 の 臨 床成 績 は,現 在 で は,毎 年Registryin
HumanKidneyTransplantationとしてDr,Mur-
ray(Boston)のも とに集 計 され,そ の 結 果 が報 告 さ
れ る こ とに な つ て い る,ユ964年3月15日迄 の集 計 に よ
れ ぽ,腎 移 植 の全 症 例 は374例 で,そ の 中,同 種 腎 移
植 は342例で あ る(Murray,1964).この成 績 は 第2
表 及 び 第3表 に示 す が,腎 提 供 者 の種 類 に よつ て腎 移
植 の成 功率 は大 き く影 響 され る こ とが判 る.即 ち,腎
第2表KidneyTransplantResistry(Murray,etal.1964)




























移 植 時 期
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1.皮 膚 移 植 試 験(Rapaporteta1,1960)
2.リ ソパ 球 皮 内反 応(BrentandMedawar,1g63)
3.白 血 球 刺 戟試 験(BachandHirschhorn,1964)





























肉 眼 的 所 見
腫 大 が 著 明(150～350gm,平均2259m)
組 織 学 的所 見
1.細 胞 浸潤 型(Michoneta1.,1953)
小 リンパ球,プ ラ ス マ細 胞,組 織 球 の 浸潤
2.血 管 型(Humeeta1.,1955)
腎 内 小動 脈 の狭 小 化,動 脈 内膜 の肥 厚,





















1.臨 床 症 状
2.白 血 球 増 多 症
比較 的 リン パ 球 増 多 症
〃 好 酸 球 〃
3,移 植 腎機 能 の低 下
尿 量 減 少,無 尿,BUN上 昇,酸 血症
4.尿 中 リン パ球 出 現
(Humeeta1.,1963;Goodwineta1.,1963)
5。 尿 中 ナ トリウ ム排 泄 量 の 減 少
(Starzl,1964)
6,血 清 乳 酸 脱 水 素 酵 素 活 性 の上 昇
(Hume,1964;Dossetoreta1.,1964)














ここには,諸 種の移植免疫反応 抑制法を 表示する
(第8表).
1.X一 線 照 射
D全 身X一 線 照 射
(FerebeeandThomas,1959)
2)局 所X一 線 照 射
(WoodruffetaL,1963)
(Schackmanetal.,1963)
2.薬 剤 の 投 与
1)ス テ ロ イ ド
(ZukoskiandCa工1away,1962)
コ ー チ ゾ ン ,プ レ ド ニ ソ ロ ソ
2)代 謝 拮 抗 剤
6一メ ル カ プ ト プ リン(6-MP)
(Calne,1960)
ア ザ サ イ オ プ リソ(イ ム ラ ソ)
(Zukoskietal.,1960)
ア ザ セ リ ン
(Murrayeta1.,1963)
メ ソ ト レ キ セ ー ト
(Turk,1946;Berenbaum,1964)
E一ア ミノ カ プ ロ ソ 酸
(Bertellieta工.,1964)
3)制 癌 剤
エ ソ ドキ サ ソ
(parsonsetaL,!963)
4)抗 生 物 質
ア ク チ ノ マ イ シ ンC
(GoldbergandRabinowitz.,1962)




5.リ ン パ 球 を 減 少 せ し め る 方 法
1)抗 リ ン パ 球 免 疫 血 清
(Wacksmanetal.,196i)










な く,早 期 の診 断 と処 置 に よつ て,危 険は 免 が れ 得 る




Calne(ユ964)にょれ ぽ,拒 絶 反応 が現 わ れ 始 め る
と同 時 に大 量 の プ レ ドニ ソ ロ ソ(1日400mg)を 与
え る こ とに よ り劇 的 な改 善 が 得 られ る場 合 が あ る と述
べ て い る.ま た,Starz1(1964)によれ ば,イ ム ラ ソ
を1日5～10mg/kgに 増 量 す る と共 に,ア クチ ノ マ
イ シ ソCの10～ ユ5μ9/kgを静 脈 内注 射 を 行 な つ て い
る.
Humeeta1.(1963)は,予防 的局 所 放 射 線 照 射 の
代 りに,拒 絶 反 応 そ の もの の 治 療 と して,移 植 部 位 に
150r.を隔 日に3～4回,照 射 す るの が よい とい つ て
い る。
Starz1(1964)は,拒絶 反応 をみ た 症 例 の 約18%は
完 全 な 無 尿 を 来 したが,再 び 尿分 泌 開始 まで の 期 間
は,1日 ～14日に及 び,腎 機 能 が 元 の 状態 に復 す るの
に5～55日 を 要 した と述 べ て い る.
然 し拒 絶 反 応 を放 置 す れ ば,必 ず 再 び繰 返 され る も
の で,更 に 大 量 の抗 移 植 反 応 剤 の投 与 が必 要 とな る場













第10表腎 灌 流 液 組 成
低分子デキス トラソ
ヘ パ リ ソ
プ ロ カ イ ン
灌 流 液 温 度
灌 流 圧













血 液 所 見:赤 血 球165万,Hb5.09/d1(31%)
Ht.15%,白血 球7,400





尿 所 見;淡 黄 色,透 明,酸 性
尿 量1,000～1,700CC/日
上ヒ重1,008～1,0i1
蛋 白(什),穎 粒 円柱(+)































血 液 所 見=赤 血 球268万,Hb9.49/dl
Ht.27%,白血 球11,100




尿 所 見:黄 色,や や 濁 濁,ア ル カ リ性
尿 量1,〈)00～1,500cc/日
上ヒ重1,005～1,0Q9
蛋 白(帯),赤 血 球(碁),白血 球(土),
穎 粒F駐(+)
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